
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 7回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル        その 1 

 

(1) 速さが大きいほど遠くに行く ⇒ 速さと道のりは比例する。 ⇒ 同じ比 

   二人が進んだ道のりの比は， 5 : 4 なので， 

   180m を比例配分します。 

    180×
5

5+4
 = 100(m)・・・A地点から 100m 

 

 

 

(2) 速さと道のりは比例するので， 二人が進んだ道のりの比は， 5 : 3 です。 

   ヨーイドン で 姉は P から⑤m ，妹は Q から③m 進みます。 

               ↓ 

          このときが，姉が妹に追いついた所です。 

   

右の図から，(5-3=)道 2が 

  60m にあたりますから， 

  道 1 は (60÷２＝)30m 

   道 3 は 30×3＝90(m)妹が追いつかれた Q からのところ。 

  道 5 道 4 

100m 

   

道 5 

道 3 

90m 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 7回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル                 その 2 

 

速さが大きいほど 少ない時間で目的地に着く。 

       ↓ 

  速さの比 は 時間の逆比 になります。 

(1) 兄と弟の速さの比は， 

    
1

10
 : 

1

15
 = 3 : 2 

 

(2) [解 1] 

同じ時間内に進む道のりの比も 3:2 なので出会った場所

を P とすると， 

  AP間は 道 3   PB間は 道 2 

   AB間は 道 5 

兄は片道 10(分)かかりますから， 

兄で考えると， 

  10×
3

3+2
=6(分)・・・6分後に出会う。 

[解 2] 

仮の道のりを出してから旅人算 

兄の速さを 3/分 とすると， 

兄は片道を 10分かかっているので 

 AB間の仮の道のりは 

   3x10=30・・・仮の道のり 

 

 

 

 

3 : 2 

x30 x30 

 

6分後 

[旅人算の出会い] 

出会う時間は， 

 30÷(3+2) = 6(分後) 

 

 
 6分後 

(3) 

 

弟が道 2 兄が道 3 進んだときに兄が弟

に追いついたとします。 

    ↓ 

 兄は道 1 を 10分かかりますから， 

 道 3 にかかる時間は， 

   10×3＝30(分) 

        ・・・出発してから 30分後 

30分後 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 7回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 3 

 

(1) 

2人が出会った地点を C とすると， 

兄は AC間を 12分，CB間を 9分 

弟は CB間を 12分かかっています。 

 
同じ道のりを兄は 9分，弟は 12分かかって 

いますから，速さの比は 

 
1

9
 : 

1

12
 = 12 : 9 = 4 : 3 

(2) 

CB間を考えてみます。  

兄と弟の「同じ道のりにかかる時間の

比」は 

  9分 : 12分 = ③分 : ④分 

兄は AB間を(12+9=)21分かかっています。 

弟は兄の
4

3
倍かかりますから， 

   21×
4

3
 = 28(分後) 

 

 

※①分の値をだしてから ×4 でもよい。 

 兄は，③分が 21分にあたりますから， 

  ①は (21÷3=)7(分)  

 弟は④分なので， 7×4=28(分) 

逆比 
4 : 3 

兄 弟 

28分後 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 7回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 4 

 

 

左の図から， 

同じ道のりを 兄は 6 分，弟は(9+6=)15 分かかったこと

が分かります。 

「速さとかかる時間」は逆比の関係にありますから 

 兄と弟の速さの比は， 

   
1

6
 : 

1

15
  = 5 : 2  

x30 x30 
5 : 2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 7回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル            その 5 

 

[ポイント] 

● 1回目のすれちがい（出会い）までは， 

    向かい合って進みますが， 

● 1回目のすれちがいの後は  

    お互いに反対方向に進みます。 

      

1回目の出会いまでは「２人で AB間の片道分だけ進む」 

その後，2回目の出会いまでは「２人で AB間の往復分進む」 

 

速さの比＝道のりの比 ですから，上の図のように 

兄が⑤m,弟が④m進んだところで出会ったとすると， 

  AB間の道のりは， 5+4=⑨m・・・片道分 ⇒（ア） 

 その後は，反対方向に進んでから出会いますから，道のりも 2倍かかります。往復分 ⇒（イ） 

 したがって， 

兄が進んだ道のりの合計は， 

  5 + 10 = 15 m    

往復の道のりは (9x2=)18 m ですから， 

 18-15=③m が 60m にあたります。 

  ①は(60÷3=)20m  

  AB間は⑨m なので， 20×9=180m 

 

 

 

 

 

 

 

 
兄は合計(5+10=)15 進んだ

ことになります。 

 

180m 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 7回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 6 

 

 

 

(1)  

同じ道のり(A-B間)を 

 花子さんは 90分  

 姉は(70-10=)60分 かかっています。 

      

  (2) 

  ２人ががすれちがった地点を C地点 とすると，  

  花子さんが A から C まで行く道のりと 

  姉が C から A まで行く道のりは等しいです。 

同じ道のりなので， 

かかる時間の比は速さの逆比になりますから， 

  ア : イ = 
1

2
 : 

1

3
 = ③分 : ②分 

 したがって， 70分を 3:2 に比例配分します。 

     70x 3

3+2
 = 42 (分) 

 

(3) AC間の道のりは「a」 CB間の道のりは「b」です。 

   速さが同じとき， 

かかる時間と道のりは比例しまうから， 

   AC : CB = 42 : (90-42) = 42 : 48 = 7 : 8 

 

    

  

 

花子さんと姉の速さの比は， 

1

90
 : 

1

60
 = 60 : 90 = 2 : 3 

 

時間の逆比 

計算の節約 

2 : 3 

C 

 
C 

x 

速 2 速 3 

③分 ②分 
ア イ 

0 70 

 
C 

42分 48分 

A 

C 

B 

a 

b 

42 

7 : 8 

相似を使う解法は練習問題のなかで解説します。 


